






目的:

血友病 A の保因者診断の場合、definite carrier を用いての診断率が各報告

者によりまちまちであり、73%～95%である。この場合、測定上の技術的問題、

個人の条件およびデータの統計的処理方法などにより診断率の違いが生じてく

るのではないかと考えられる。今回は主に保因者診断における統計的処理方法

について検討したので報告する。


